
＜チームＡ＞ 16 15 ＜チームＢ＞
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19 11
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S No 3P 2P FT Foul S No 3P 2P FT Foul

◎ 4 1 5 3 2 ○ 4 2 1 1

◎ 5 2 4 2 ◎ 5 6 2

◎ 6 6 1 3 ◎ 6 1 3

○ 7 ◎ 7 7 1 3

○ 8 8

○ 9 9

○ 10 1 10

◎ 11 4 2 5 ◎ 11 2 3

○ 12 3 1 ◎ 12 4 2 1 3

◎ 13 3 13

○ 14 14

○ 15 2 ○ 15 1 3 1

16 16

17 17

18 18

合計 3 26 8 合計 5 20 6

◎：スターター　／　○：出場 ／3P：3点シュート成功本数　／　2P：2点シュート成功本数　／　FT：フリースロー成功本数　

茨城県高体連バスケットボール専門部　記録報道委員会

第1P　市立船橋はゾーンディフェンス，桐光学園はマンツーマンディフェンスでスタート。市立船橋がしばらくリードを保っていたが，終盤に連続し
てスティールされ，第1P の終わりはわずか1点差であった。
第2P　桐光学園は⑦山口や⑫原を中心に1対1を仕掛けて得点し，市立船橋は④星野を中心にゴール下で勝負したり，またアウトサイドからの
シュートを決め，得点を重ねた。流れがどちらに傾くということなく，一進一退のゲーム展開となり，前半の終わりも３６－３５の１点差で市立船橋
のリードだった。
第3Pに入ってもしばらく大きく点差が開くことは無かったが，ピリオドの終盤になって桐光学園が思うようにシュートを決められなくなってしまう。
残り1分でオールコートマンツーマンに切り替えたが，市立船橋の勢いは変わらず，５５－４６とリードを広げた。
第４P　勢いに乗ってきた市立船橋は⑪藤岡が1対1で勝負した。桐光学園は⑦山口が懸命にリバウンドを取りに行き，オールコートマンツーマン
でプレッシャーをかけ追い上げたいところだが，市立船橋の流れを変えることができず，６１－６９で市立船橋が勝利した。

戦　　　評 　　記入者 ： 渡辺  弘樹

第５試合　１５：００～Bコート大会１日目ひたちなか市総合運動公園体育館

吉田  憲生（埼玉） 副審： 増淵  泰久（栃木）

千葉

主審：

１位神奈川

船橋市立船橋 桐光学園69
１Ｑ

４Ｑ
１位

平成２０年　５月３１日（土）

69 61

5

4

17

61

3

15

得点

16

14 12井上　雄也

5

得点選手名

星野　拓海

和田　保彦

藤居　大地

コーチ コーチ近藤　義行 高橋　正幸

平良　彰大 山川　雅史

山田　侑樹 西野　樹

岩崎　翔也 林　大地

葛　尚也 横澤　翔平2

安田　太樹 原　圭佑

齋藤　滉太 松林　謙太

6

6

森山　翔太 菊地田　知起

藤岡　昴希 齋藤　一稀

2

10

鍵富　塁 林　拓摩

渡部　大樹 大澤　慎平

三富　修平 菊地　和雄

河合　智平 山口　隆樹

13

牛来　柊

３Ｑ

２Ｑ

出羽　崚一

選手名

得点の推移 （2分毎）
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